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ビューア

基図

断層情報

断層帯情報

3D地図

USBメモリ

印刷

検索機能

●動作環境
OS――Microsoft Windows 7（32bit、64bit）以降
（Macintosh（Intel社CPUが動作する機種）上の「Boot Camp」「Parallels Desktop」等で動作するWindows環境においては、
本ビューアのすべての機能の動作を保証するものではない）

CPU――AtomZ3750 以上（Intel Core i3以上推奨）
メモリ――2GB以上（4GB以上推奨）
ハードディスク空き容量――100GB程度以上推奨（キャッシュ領域として利用）
ディスプレイ――1024×768（XGA）以上表示可能なもの（1280×1024以上表示可能なものを推奨）
ソフトウエア――Adobe Reader DC（最新版、地図印刷に利用）

なお、動作環境については今後変更される場合がある。

定評ある活断層データベース 16年ぶりの全面改訂・最新版

活断層に関する情報を日本列島全域にわたって整備しデジタル化した、最も信頼性のある基礎資料の全面改訂版。
旧版刊行の2002年以降、東日本大震災後までに収集された情報を詳細に収録、基図やビューアを更新し、新たに3D地図も搭載。
検索機能も付加し、「使いやすさ」を考えたつくりとなっている。活断層研究のみならず、国土開発・防災対策などにも必携のデータベース。
データはUSBメモリに搭載、解説書には活断層帯の説明、立体地形解析図と活断層判読への応用、ユーザマニュアルなどを収録する。

Digital Active Fault Map of  Japan
[Revised Edition]

東京大学出版会

活断層
詳細デジタルマップ ［新編］

●データベースの概要
▶専用ブラウザー「MAGIS」を利用。表示機能は見やすく、検索機能が付加される。2Dと3D表示が切り替えられる。
シームレスかつ拡大縮小して閲覧が可能。
▶国土地理院電子地形図（タイル図、ズームレベル6～15）を使用。インデックス図は斜度図を使用。
▶断層線分情報は2002年刊行の旧版ファイルを踏襲するが、すべての線分の見直しを行った。2000年以降の研究
成果を取り込み、一部地域については新規に判読を行い、大幅改訂した。地表地震断層や伏在断層も追加、凡
例の整理と変更を行う。諸元情報（トレンチ、変位量、反射法地震探査など）、文献情報も追加。
▶断層帯のグルーピングを見直し、約150断層帯を245断層帯にまとめ直した。断層帯ごとの解説を解説書に収載。
▶アナグリフ（赤青メガネ）による3D地図を搭載。地形との関係がより把握しやすくなった。
▶USB3.0メモリ（64GB）にデータとビューアソフトを搭載。HD収納と同様の滑らかな動作が可能。
▶印刷機能はA3サイズまで可能（PDFとして印刷）。
▶活断層帯名、都道府県名・市町村名で検索可能。

活断層
詳細デジタルマップ ［新編］
●編者
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※本書に付属のUSBメモリは、図書館およびそれに準ずる施設において、館外貸し出し可。



●ビューア画面の例●活断層図の凡例

　第Ⅰ部　活断層詳細デジタルマップの作成
1. はじめに
2. 活断層の定義と凡例

2.1 活断層の定義　2.2 凡例
3. 断層線および関連する線情報
4. 基図

4.1 平面図　4.2 立体図
5. 断層関連情報と文献情報

5.1 断層関連情報　5.2 文献情報
6. 活断層帯とその地域性

6.1 断層線のグループ化　6.2 活断層帯の地域性
7. 活断層から発生する地震の多様性
8. おわりに

　第Ⅱ部　立体地形解析図と活断層判読への応用
1. はじめに――一定垂直倍率立体地形解析図の紹介
2. 地形解析図およびDEM

2.1 地形解析図およびDEMのデータ形式　2.2 DEMの種類
2.3 DEMを用いて合成される地形解析図

3. 立体地形解析図とその特徴
3.1 立体視の原理　3.2 立体地形解析図の仕様
3.3 立体地形解析図の構成：右眼用画像と左眼用画像
3.4 作成手順　3.5 画像例　3.6 観察条件と見えかた

4. 詳細DEMによる活断層判読
4.1 阿寺断層坂下付近の断層変位地形
4.2 2011年福島県浜通りの地震に伴う地表地震断層

5. おわりに

　第Ⅲ部　ビューアのユーザマニュアル
1. はじめに
2. 動作環境、利用条件など

2.1 動作環境　2.2 本ビューアの利用手順　2.3 ユーザ登録
2.4 アナグリフ閲覧時の注意

3. 操作説明
3.1 システムの起動と終了　3.2 画面構成
3.3 活断層マップを見る　3.4 立体活断層図を表示する
3.5 活断層の諸元情報を見る　3.6 印刷機能

4. トラブルとその対処
5. おわりに
付録　活断層帯の概要

▲活断層帯の解説および文献一覧の表示例

▲ビューア起動画面

▲ズームレベル9の表示例

2D・3Dマップの2画面表示例 ▲

本デジタルマップでは、ズームレベルによって、また2Dマップと3Dマップで表示される活断層
情報が変わります。各ズームレベルとマップで、どのような活断層情報が表示されるかにつきま
しては、下記の凡例一覧をご参照ください。
「活断層」と「推定活断層」の違い、および「活断層」の位置の確からしさの違いは、色と線の
種類によって区別しています。また、地表地震断層と伏在活断層、およびその根拠とされる反
射法地震探査測線を、色と線の種類を違えて表示しています。
さらに、断層崖は低下側を短い線で示し、活撓曲は地形面のおおよその撓みの範囲を赤色で
表示、活褶曲は矢印の向きで背斜・向斜を示しています。地形面の傾動方向は矢印で示し、河
谷（水系）の屈曲や断層のずれの向きは矢印でそれぞれ表示しています。断層変位量と断層変
位基準の年代などの関連情報（判読および文献）がわかる位置（ポイント）情報と、これまで実
施されたトレンチ調査地点についても、色分けした記号で表示しました。

●解説書・主要目次


